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９
月
定
例
会
は
、９
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、９
月
24
日
ま
で

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、平
成
24
年
度
延
岡
市
一

般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
補
正
予
算
、延
岡

市
火
災
予
防
条
例
や
延
岡
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
議
案
11
件
と
、意
見
書
３
件
、請
願
１
件
、陳
情
４
件
で
し

た
。

　
ま
た
、一
般
質
問
は
３
日
間
で
16
名
が
登
壇
し
、市
長
の
政

治
姿
勢
を
は
じ
め
、新
庁
舎
建
設
や
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
、保

育
料
滞
納
や
い
じ
め
問
題
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、平
成
23
年
度
各
会

計
決
算
を
除
く
議
案
や
意
見
書
案
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
し
、請
願
１
件
を
採
択
、陳
情
４
件
を
い
ず
れ
も
継
続
審

査
と
し
た
ほ
か
、15
件
の
報
告
を
受
け
、閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
掲
載
内
容
　

（
ペ
ー
ジ
）

◆
9
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
…
…
…
…
…
…
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◆
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 3
〜
6

◆
昨
年
度
請
願
・
陳
情
へ
の
対
応
状
況
な
ど
…
…
7

◆
行
政
視
察
の
受
け
入
れ
及
び
実
施
状
況
な
ど 

８
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9
月
定
例
会
の
概
要

9
月
定
例
会
の
概
要
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予
算
関
係

予
算
関
係

条
例
関
係

条
例
関
係

人
事
関
係

人
事
関
係

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

報
　
　
告

報
　
　
告

意
　
見
　
書

意
　
見
　
書

◆
延
岡
市
恒
富
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

◆
延
岡
市
防
災
会
議
条
例
及
び

延
岡
市
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
改
正（
会
議
の
所
掌
事

務
や
委
員
資
格
の
追
加
ほ
か
）

◆
延
岡
市
水
防
協
議
会
条
例
の

一
部
改
正（
庶
務
を
消
防
本
部

で
行
う
こ
と
ほ
か
）

◆
延
岡
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正（
対
象
火
気
設
備
等
の

設
置
基
準
の
規
定
追
加
）

◆
延
岡
市
暴
力
団
排
除
条
例
の

一
部
改
正（
事
業
者
の
責
務
規

定
の
新
設
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　（
森
憲
一
氏
、土
井
成
子
氏
）

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　（
山
本
恵
子
氏
）

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦（
大
石
孟
氏
、伊
東
忠
俊
氏
、

小
田
む
つ
子
氏
）

◆
宮
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議

◆
財
産
の
取
得（
ク
レ
ア
パ
ー
ク

延
岡
工
業
団
地
緑
地
ゾ
ー
ン

用
地
）

◆
専
決
処
分
の
承
認（
平
成
24
年

度
延
岡
市
一
般
会
計
補
正
予

算
）

◆
延
岡
市
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況

◆
公
益
財
団
法
人
延
岡
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
の
経
営
状
況

◆
財
団
法
人
延
岡
市
高
齢
者
福

祉
協
会
の
経
営
状
況

◆
株
式
会
社
ヘ
ル
ス
ト
ピ
ア
延

岡
の
経
営
状
況

◆
有
限
会
社
延
岡
市
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
ゲ
ン
丸
館
の
経
営

状
況

◆
一
般
財
団
法
人
速
日
の
峰
振

興
事
業
団
の
経
営
状
況

◆
一
般
財
団
法
人
北
浦
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況

◆
北
浦
総
合
産
業
株
式
会
社
の

経
営
状
況

◆
株
式
会
社
北
川
は
ゆ
ま
の
経

営
状
況

平成24年度　９月補正予算一覧表

会 計 別

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

食 肉 セ ン タ ー

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

小 計

合 計

補　　正　　前

※537億9000万8千円

164億0531万6千円

10万0千円

123億8983万6千円

14億6210万5千円

302億5735万7千円

44億7474万3千円

59億6545万3千円

104億4019万6千円

944億8756万1千円

補　　正　　額

3億9741万0千円

1億8171万7千円

̶－

1億6093万2千円

̶－

3億4264万9千円

̶－

̶－

̶－

7億4005万9千円

合　　　　　計

541億8741万8千円

165億8703万3千円

10万0千円

125億5076万8千円

14億6210万5千円

306億　 　　6千円

44億7474万3千円

59億6545万3千円

104億4019万6千円

952億2762万0千円

特

別

会

計

企
業
会
計

【
陳
情
・
請
願
の
審
査
結
果
】

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

９
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

新庁舎建設の地元業者への発注に関する請願

公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める意見書の提出に関する陳情

国民の権利を支える行政サービスの確保を求める意見書提出に関する陳情

川水流・岡元両やなの架設に対する公費助成を求める陳情

件　　　　　　　　　　　　　名 結果・経過

採　　択

継続審査

継続審査

継続審査

継続審査

◆
社
団
法
人
北
川
町
畜
産
公
社

の
経
営
状
況

◆
専
決
処
分
の
報
告
３
件（
い

ず
れ
も
、車
両
損
傷
事
故
に

伴
う
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
）

◆
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

◆
資
金
不
足
比
率
の
報
告

◆
国
の
対
韓
国
外
交
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

◆
香
港
民
間
団
体
に
よ
る
領
海

侵
入
及
び
尖
閣
諸
島
不
法
上

陸
に
関
す
る
意
見
書

◆
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導

入
に
伴
う
費
用
の
助
成
を
求

め
る
意
見
書

　
な
お
、
平
成
23
年
度
の
延
岡

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
ほ
か
６
件
の
決
算
関
連
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
た
め
、
11

月
14
〜
16
日
に
行
わ
れ
る
決
算

審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

※８月補正額（専決処分の承認）を含む。
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被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助

住
居
手
当
の
廃
止

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

【
問
】新
庁
舎
建
設
工
事
へ
の
地

元
企
業
の
期
待
は
大
き
い
。
地

元
企
業
の
技
術
力
を
結
集
し
て

の
建
設
を
願
う
が
、
市
長
の
考

え
は
。

【
答
】発
注
方
式
等
に
つ
い
て
は

現
在
、
新
庁
舎
建
設
工
事
発
注

方
式
等
検
討
委
員
会
で
検
討
中

で
あ
る
。安
全
・
安
心
を
支
え
る

庁
舎
の
視
点
か
ら
、
建
設
に
際

し
て
は
高
度
な
技
術
・
実
績
等

が
必
要
と
考
え
る
が
、
地
元
企

業
へ
発
注
し
た
い
強
い
思
い
も

あ
り
、
検
討
委
員
会
に
地
元
企

業
の
最
大
限
の
活
用
を
お
願
い

し
て
い
る
。

【
問
】
先
日
、
免
震
工
法
に
関
す

る
勉
強
会
が
行
わ
れ
、
免
震
工

法
は
地
元
建
設
業
者
で
も
十
分

施
工
能
力
は
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
施
工
事
例
も
あ
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。
新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も

考
慮
し
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
を
考
え

な
い
地
元
業
者
の
み
で
の
発
注

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

【
答
】】
新
庁
舎
建
設
工
事
の
発

注
方
式
等
に
つ
い
て
は
、
検
討

委
員
会
で
の
最
終
報
告
を
も
と

に
市
長
が
判
断
す
る
。
検
討
委

員
会
で
は
、新
庁
舎
の
建
築
・
設

備
工
事
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
・
特

性
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
地
元
企
業
の
活
用

方
策
に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
新
庁
舎
は
、
城
山
等
の
周

辺
施
設
と
一
体
感
を
持
っ
て
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
今

後
の
城
山
周
辺
整
備
の
構
想

と
、
国
指
定
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

【
答
】
城
山
周
辺
は
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、構
想
を

ま
と
め
る
。国
指
定
を
目
指
す
と

い
う
基
本
姿
勢
は
見
直
す
時
期

に
来
て
い
る
。

【
問
】
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

被
害
想
定
で
は
、死
者
は
県
内
で

４
万
２
千
人
、津
波
は
本
市
で
最

大
14
ｍ
と
発
表
さ
れ
た
が
、今
後

の
防
災
対
策
は
。

【
答
】今
回
の
想
定
は
、次
に
発
生

す
る
地
震
・
津
波
を
予
想
し
た
も

の
で
は
な
く
、発
生
頻
度
は
極
め

て
低
い
と
さ
れ
て
い
る
。市
と
し

て
は
、従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
避
難
場
所
の
高
さ
11
・
５
ｍ
以

上
と
す
る
考
え
方
は
有
効
と
判

断
し
、避
難
場
所
の
見
直
し
や
避

難
ビ
ル
の
指
定
等
を
実
施
し
て

い
く
。

【
問
】
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
し
て
開
発
さ
れ
た
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
本
市
へ
の

導
入
は
。

【
答
】現
在
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本

ソ
フ
ト
に
適
合
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

【
問
】
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る

運
営
補
助
金
や
器
材
購
入
補
助

金
等
の
補
助
制
度
の
導
入
の
考

え
は
。

【
答
】現
在
、組
織
の
拡
大
と
育
成

を
重
点
課
題
と
し
て
進
め
て
い

る
。自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

に
年
2
3
0
万
円
を
補
助
し
て

お
り
、新
規
組
織
へ
の
器
材
購
入

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
な

ど
、各
組
織
の
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。し
か
し
、自
主
防
災
組
織

育
成
事
業
補
助
金
を
創
設
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、組
織

率
の
向
上
と
と
も
に
、今
後
の
課

題
と
し
て
協
議
し
た
い
。

【
問
】
持
ち
家
に
係
る
住
居
手
当

の
判
断
は
、こ
れ
以
上
先
延
ば
し

す
る
べ
き
で
は
な
く
、平
成
25
年

度
よ
り
廃
止
す
べ
き
で
は
。

【
答
】持
ち
家
に
係
る
住
居
手
当

は
、
現
在
４
割
を
超
え
る
団
体

で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

場
合
、
制
度
的
に
は
県
と
同
じ

で
あ
る
。今
後
、県
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
改
善
に
つ

い
て
対
応
す
る
。

【
問
】
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
極

め
て
高
い
の
に
、計
画
が
浸
透
し

て
い
な
い
。未
整
備
の
９
地
区
を

平
成
25
年
以
降
３
年
間
で
ど
の

よ
う
な
方
針
で
進
め
る
の
か
。

【
答
】
今
後
、
国
や
県
の
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る
。

16
名
の
議
員
が
登
壇

16
名
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

登壇議員
【質問順】

西　原　茂　樹
平　田　信　広
小　野　正　二
佐　藤　　　誠
上　杉　泰　洋
太　田　　　龍
松　田　和　己
中　城　あかね
稲　田　雅　之
髙　木　益　夫
熊　本　貞　司
葛　城　隆　信
甲　斐　正　幸
稲　田　和　利
白　石　良　盛
佐　藤　裕　臣

市
政
に
関
す
る
内
容
に

つ
い
て
、３
日
間
に
わ
た

り
活
発
な
議
論
を
展
開

し
ま
し
た
。そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

▲城山（正面奥）と市役所付近

総

務

財

政

関

係

総

務

財

政

関

係

新
庁
舎
建
設
工
事

新
庁
舎
建
設
の
地
元
発
注

新
庁
舎
と
城
山
周
辺
整
備
構
想

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

注
１
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本
市
の
橋
梁
の
状
況

妙
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

最
低
制
限
価
格
の
公
表

歴
史
民
俗
資
料
館

（
仮
称
）凱
旋
通
り
の
設
置

新
し
い
市
歌
の
制
定

オ
ス
プ
レ
イ
本
市
上
空
飛
行

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

ふ
る
さ
と
納
税

遊
休
施
設
と
跡
地
の
有
効
活
用

改
正
離
島
振
興
法

島
野
浦
島
地
域
振
興
計
画

【
問
】市
が
所
有
す
る
遊
休
施
設

や
土
地
の
有
効
活
用
の
対
応
を

図
る
上
で
も
、
活
用
の
方
向
性

を
決
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
跡
地
活
用
は
、
こ
れ
か
ら

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

な
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
な
が

ら
、
次
期
長
期
総
合
計
画
策
定

時
の
平
成
27
年
度
ま
で
に
は
具

体
的
な
計
画
が
示
せ
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
の
今

後
の
展
望
は
。

【
答
】車
両
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ

る
従
来
の
バ
ス
と
の
差
別
化
を

図
り
、広
報
等
活
動
を
行
い
、よ

り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
本
格
運
行
に
つ
な

げ
た
い
。

【
問
】県
内
の
他
の
自
治
体
と
比

較
し
て
、本
市
の「
ふ
る
さ
と
納

税
」は
か
な
り
少
な
い
が
、今
後

の
対
応
は
。

【
答
】
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、今
後

も
、よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
や

対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　【
問
】
改
正
離
島
振
興
法
に
は
、

離
島
特
区
や
離
島
活
性
化
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
。
次
期
島
野

浦
島
地
域
振
興
計
画
に
は
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
最
大
限
に
活
か

す
べ
き
で
は
。

【
答
】国
の
施
策
の
活
用
を
十
分

に
検
討
し
た
い
。

【
問
】
振
興
法
が
改
正
さ
れ
、
医

薬
や
教
育
等
の
ソ
フ
ト
事
業
に

も
使
え
る
交
付
金
が
創
設
さ
れ

た
。取
り
組
む
べ
き
施
策
は
。

【
答
】人
口
減
少
の
防
止
や
定
住

の
促
進
が
改
正
の
目
的
で
あ

る
。
就
業
促
進
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
な
ど
細
か
な
施
策
の

展
開
が
可
能
と
な
る
。

【
問
】最
低
制
限
価
格
の
事
後
公

表
の
考
え
は
。

【
答
】
予
定
価
格
の
事
前
・
事
後

公
表
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の

で
、
予
定
価
格
の
事
後
公
表
を

試
行
し
た
上
で
、
さ
ら
に
研
究

し
て
い
く
。

【
問
】来
年
の
市
制
施
行
80
周
年

を
記
念
し
、
新
た
に
作
成
す
る

考
え
は
。

【
答
】】
３
町
と
合
併
し
た
新
し

い
延
岡
の
一
体
感
を
さ
ら
に
醸

成
す
る
上
か
ら
、
こ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
歌
詞
を
新
た
に
加
え
る

方
法
で
検
討
し
た
い
。

【
問
】オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段
階

か
ら
事
故
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
国
内
航
空
法
で
は
飛
行
が

禁
止
さ
れ
る
欠
陥
機
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
本

市
上
空
を
飛
行
訓
練
す
る
こ
と

に
対
す
る
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】】
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓

練
ル
ー
ト
に
は
、
県
北
部
上
空

の
一
部
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
飛
行
の
安
全
性
は
極
め
て

重
大
な
問
題
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
県
と
連
携
し
な
が
ら
情

報
の
収
集
に
努
め
る
。

【
問
】
本
市
の
橋
梁
で
、
こ
こ
10

年
以
内
に
補
修
・
建
て
替
え
が

必
要
な
橋
梁
数
は
。

【
答
】
橋
梁
に
つ
い
て
、
10
年
後

の
平
成
34
年
度
ま
で
に
補
修
、

建
て
替
え
が
必
要
な
橋
梁
は
48

橋
梁
、
全
体
の
29
％
と
な
っ
て

い
る
。

【
問
】平
成
21
年
度
か
ら
予
算
化

さ
れ
て
い
る
妙
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
計
画
の
具
体
的
内
容
は
。

【
答
】】
本
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
造
成
、芝
生
、排
水
路
工
事

及
び
芝
生
広
場
の
整
地
工
事
を

予
定
し
て
い
る
。
25
年
度
に
多

目
的
広
場
の
造
成
、芝
生
・
排
水

路
工
事
及
び
東
屋
・
ベ
ン
チ
等

の
施
設
整
備
を
行
い
、
中
核
施

設
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

せ
る
。

【
問
】歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
設

に
取
り
組
む
考
え
は
。

【
答
】大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
城
山
周
辺
整
備
構
想
の
中

で
今
後
の
建
設
計
画
の
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

様
や
民
間
団
体
の
意
見
等
を
伺

っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
中
央
通
り
交
差
点
か
ら
市

役
所
前
ま
で
の
区
間
を「
凱
旋
通

り
」
と
銘
う
っ
て
発
信
し
、
市
民

の
誇
り
と
郷
土
愛
を
醸
成
し
て

み
て
は
。

【
答
】】「
凱
旋
通
り
」と
い
う
名
称

に
つ
い
て
は
、本
市
の
ア
ス
リ
ー

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
魅
力
を
発

信
す
る
一
つ
の
手
段
と
な
り
う

る
も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
、検

討
し
て
い
く
。

▲島野浦島

都

市

建

設

関

係

都

市

建

設

関

係

▲整備中の妙田グラウンド

注
2

注
3
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▲五ヶ瀬大橋南側の交差点

雇
用
対
策

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

６
次
産
業
化
の
支
援

有
害
鳥
獣
対
策

農
業
経
営
形
態

愛
護
動
物
の
管
理

環
境
整
備（
草
刈
り
）

古
い
空
き
家
や
廃
屋
対
策

経

済

環

境

関

係

経

済

環

境

関

係

【
問
】個
人
住
宅
周
辺
災
害
に
つ

い
て
、
が
け
崩
れ
対
策
用
の
丸

太
、
生
コ
ン
等
の
資
材
の
一
部

補
助
や
、
他
の
救
済
対
策
は
で

き
な
い
か
。

【
答
】個
人
が
管
理
す
る
土
地
の

小
規
模
な
土
砂
災
害
に
つ
い
て

は
、公
共
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

現
時
点
で
は
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。し
か
し
、一
部
の
補

助
や
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
例
な
ど
も
調
査
し
て
み

た
い
。

【
問
】
郊
外
地
の
荒
廃
し
た
道
路

で
は
、高
齢
者
が
健
康
の
た
め
の

散
歩
も
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
路
等
を
整
備
す

る
高
齢
社
会
対
策
の
必
要
性
は
。

【
答
】
道
路
は
、
す
べ
て
の
利
用

者
が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
何
ら

か
の
対
策
を
検
討
す
る
場
合

は
、
高
齢
社
会
対
策
を
含
め
た

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基

づ
く
適
切
な
整
備
を
行
っ
て
い

く
。

【
問
】五
ヶ
瀬
大
橋
の
開
通
に
伴

い
、
コ
ー
ス
の
一
部
が
変
更
に

な
り
、
交
差
点
を
渡
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、危
険
で
は
。

【
答
】
こ
の
交
差
点
は
、
信
号
機

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
横
断
歩

道
の
延
長
も
長
い
こ
と
か
ら
交

通
事
故
の
危
険
性
も
懸
念
さ
れ

る
。今
後
、河
川
を
管
理
す
る
関

係
機
関
と
協
議
し
、
よ
り
安
全

な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

【
問
】
外
部
の
企
業
誘
致
よ
り

も
、
地
元
の
若
者
を
起
業
家
に

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
、
起
業
家
育
成
に
関
す
る

所
見
は
。

【
答
】
国
や
県
、
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
支

援
に
取
り
組
む
。

【
問
】メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

は
、
市
長
の
一
丁
目
一
番
地
の

施
策
で
あ
る
。
構
想
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
構
想
を
確
実
に
推
進
す
る

た
め
に
は
、医
産
学
官
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。２
月
に
日
向
市
・
門
川
町
と

締
結
し
た「
医
療
関
連
産
業
振
興

等
に
関
す
る
連
携
協
定
」に
基
づ

き
、２
市
１
町
が
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

【
問
】米
粉
製
品
な
ど
新
規
加
工

起
業
者
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
。

【
答
】新
規
起
業
者
の
支
援
に
つ

▲整備が求められる郊外地の道路

い
て
は
、「
儲
か
る
農
業
」
の
実

現
に
向
け
て
大
変
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
や
県
の
補
助
事
業
で
フ
ォ
ロ

ー
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、

延
岡
市
版
の
支
援
制
度
を
検
討

し
て
い
る
。

【
問
】
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
数
年

間
続
け
な
い
と
効
果
が
出
な

い
。ま
た
、駆
除
費
の
速
や
か
な

支
払
い
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】県
へ
補
助
枠
の
拡
大
を
要

望
し
て
い
く
。
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
捕
獲
班
と
相
談
し
な
が

ら
、
年
度
途
中
で
の
支
払
い
を

検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
に
適
応
し
た
、
理
想

と
す
べ
き
農
業
の
経
営
形
態
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
水
稲
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
畜
産
と
連
携
し
た
有
機
肥

料
の
活
用
や
、
多
様
な
品
目
と

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
、

適
し
た
経
営
形
態
と
考
え
る
。

農
業
の
経
営
指
標
と
し
て
17
の

営
農
類
型
を
定
め
て
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い

る
。

【
問
】予
想
さ
れ
る
震
度
６
強
の

地
震
で
は
、
か
な
り
の
家
屋
が

倒
壊
し
、
市
民
が
犠
牲
に
な
っ

た
り
、
避
難
路
を
ふ
さ
い
だ
り

す
る
が
、
危
険
な
状
態
の
家
屋

は
市
全
体
で
何
棟
あ
る
の
か
。

ま
た
、そ
の
対
策
は
。

【
答
】相
談
や
苦
情
は
平
成
20
年

以
降
82
件
あ
り
、
生
活
環
境
保

護
条
例
で
対
応
し
て
い
る
が
、

不
安
の
解
消
に
至
ら
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
現
在
「
空
き
家
・
廃

屋
対
策
会
議
」を
設
置
し
、対
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

【
問
】犬
の
ふ
ん
に
関
す
る
啓
発

と
、罰
則
規
定
制
定
の
考
え
は
。

【
答
】罰
則
規
定
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
に
生
活
環
境
保

護
条
例
を
改
正
し
て
か
ら
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に

は
罰
則
に
よ
ら
ず
意
識
啓
発
に

よ
る
問
題
解
決
を
図
り
た
い
。

【
問
】市
の
公
有
地
の
草
刈
り
等

を
要
望
す
る
窓
口
を
一
本
化

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
対
応
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】管
理
す
る
部
署
が
わ
か
ら

な
い
場
合
、
市
民
生
活
に
関
す

る
相
談
・
苦
情
等
の
受
付
は
、生

活
環
境
課
が
対
応
す
る
。

川
中
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

個
人
財
産
の
災
害
支
援
対
策

高
齢
者
配
慮
の
道
路
整
備
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地
域
医
療
体
制
の
確
立

妊
婦
健
診
の
費
用
負
担

自
殺
者
問
題

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
環
境
整
備

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

【
問
】４
月
よ
り
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
運
航
も
始
ま
り
、
県
立
延
岡

病
院
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
機
能
を
持

っ
た
新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

建
設
も
進
ん
で
い
る
。
県
及
び

関
係
機
関
と
進
め
る
「
地
域
医

療
再
生
計
画
」
の
推
進
を
評
価

す
る
。
県
北
地
域
の
拠
点
病
院

と
し
て
の
県
立
延
岡
病
院
の
現

状
と
、
休
診
科
の
再
開
の
見
通

し
は
。

【
答
】医
師
数
は
、平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
52
名
だ
っ
た
が
、本
年

９
月
１
日
に
は
56
名
と
な
り
４

名
増
加
し
た
。休
診
科
に
つ
い
て

は
、本
年
４
月
か
ら
精
神
科
が
再

開
し
た
。
懸
案
の
消
化
器
内
科

は
、来
年
４
月
に
宮
崎
大
学
よ
り

２
名
の
専
門
医
が
派
遣
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。神
経
内
科
は
医
師

不
足
の
中
、県
に
お
い
て
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】国
は
14
回
程
度
の
健
診
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
公
費
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、本
市
で
は
、14

回
の
う
ち
８
回
は
妊
婦
が
費
用

を
負
担
し
て
い
る
。
す
べ
て
を

無
料
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【
答
】
現
在
の
国
の
補
助
制
度

は
、
今
年
度
ま
で
の
予
定
で
あ

り
、
今
後
は
新
た
な
制
度
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
自
己
負
担
の

軽
減
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

【
問
】
早
期
が
ん
の
発
見
率
が
高

く
、検
査
が
受
け
や
す
く
安
価
な

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
、胃
が
ん

対
策
と
し
て
導
入
し
て
は
。

【
答
】
導
入
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
や
他
市
の
導
入
状
況
を
踏

ま
え
、研
究
し
た
い
。

【
問
】】
自
殺
者
増
加
に
対
す
る

認
識
と
対
応
は
。

【
答
】延
岡
地
域
自
殺
対
策
協
議

会
の
中
で
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
「
自
殺
は
社
会
の
努
力

で
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
死
で

あ
る
」と
い
う
認
識
の
も
と
、地

域
の
特
性
に
応
じ
た
実
効
性
の

高
い
施
策
を
推
進
す
る
。

【
問
】
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
教
育
と
整
備
の
状
況

は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
に
、
教
育
の
情

報
化
に
努
め
て
お
り
、
校
務
用

パ
ソ
コ
ン
等
を
配
備
し
て
い

る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
は
、
モ

デ
ル
校
の
指
定
な
ど
実
証
実
験

を
行
う
中
で
、
効
果
的
な
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
問
】西
階
陸
上
競
技
場
や
市
民

体
育
館
は
、
ま
す
ま
す
利
用
が

高
ま
る
中
で
、
両
施
設
は
築
45

年
と
33
年
を
経
過
し
、
老
朽
化

が
著
し
い
。
特
に
ト
イ
レ
や
シ

ャ
ワ
ー
設
備
は
旧
式
の
ま
ま
で

あ
り
、
お
粗
末
す
ぎ
て
ア
ス
リ

ー
ト
に
申
し
訳
な
い
。
早
急
な

改
修
は
。

【
答
】全
体
改
修
の
方
向
性
を
今

後
定
め
て
い
く
。特
に
、ト
イ
レ

の
改
修
は
全
部
は
で
き
な
い

が
、整
備
に
向
け
て
検
討
す
る
。

【
問
】
現
在
、
各
施
設
の
予
約
は

直
接
使
用
す
る
施
設
で
予
約
す

る
必
要
が
あ
る
。改
善
対
策
は
。

【
答
】利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
保
健
体
育
課
と
各

総
合
支
所
で
の
対
応
を
検
討
す

る
。

【
用
語
解
説
】

【
注
１
】南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

　
東
海
、東
南
海
、南
海
地
震
の
震

源
域
が
連
な
る
南
海
ト
ラ
フ（
浅

い
海
溝
）の
最
大
級
の
巨
大
地
震
。

８
月
に
政
府
が
公
表
し
た
被
害

想
定
に
よ
る
と
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9
・
1
の
地
震
と
最
大
34
メ
ー

ト
ル
の
津
波
に
よ
り
、死
者
最
大

32
万
３
千
人
、全
壊
・
焼
失
家
屋
最

大
約
2
3
8
万
棟
と
推
定
。

【
注
２
】ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

　
Ｊ
Ｒ
延
岡
駅
を
発
着
点
に
市

街
地
の
公
共
施
設
や
病
院
な
ど

を
結
ぶ
循
環
バ
ス
。11
月
か
ら
２

ヵ
月
間
実
証
運
行
す
る
。料
金
は

大
人
2
0
0
円
、子
供
1
0
0
円
。

【
注
３
】改
正
離
島
振
興
法

　
国
の
責
務
と
し
て
無
人
島
の

増
加
や
人
口
減
少
を
防
ぎ
、定
住

を
促
進
す
る
施
策
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

島
外
へ
の
妊
婦
の
通
院
や
高
校

生
の
通
学
な
ど
を
支
援
す
る「
離

島
活
性
化
交
付
金
」を
柱
に
、税
制

優
遇
や
規
制
緩
和
を
行
う「
離
島

特
区
制
度
」の
創
設
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

【
注
4
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
教
育
と
も
言
わ
れ「
パ
ソ
コ

ン
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
、電
子
黒
板
な
ど
の
情
報

技
術
を
用
い
て
、学
習
者
に
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
教
育
」の

こ
と
。

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

陸
上
競
技
場
な
ど
の
改
善

注
4

福

祉

教

育

関

係

福

祉

教

育

関

係

本会議は市民の皆様に
公開されています。

　定例会及び臨時会の本会議は傍聴すること

ができます。

　中小企業振興センター３階の傍聴席から、明

日の延岡のまちづくりを目指す議会と市当局

とのやりとりを見てみませんか。

　また、一般質問の様子はテレビでも生中継さ

れていますのでご覧ください。

　その他、本会議の記録は「会議録」として、イ

ンターネットで検索することができます。

■ 傍　聴　席　約60席

■ テレビ放映　

　ケーブルメディアワイワイ111ch

■ 会議録検索システム

　www.kensakusystem.jp/nobeoka/index.html

議場は中小企業振興センターに移動しました̶
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市立保育所・児童館の民営化計画の概要

実施年度 保 育 施 設

民営化

指定管理

者制度へ

平26

平27

平25

平28

山下保育所、山下児童館、

中島保育所、中島児童館

川中保育所、土々呂保育所

槇峰保育園、長井保育所

島浦保育所

【
陳
情
名
】

市
立
保
育
所
・
児
童
館
等
の
民

営
化
事
業
に
つ
い
て

【
議
会
採
択
年
月
日
】

平
成
23
年
７
月
６
日

【
処
理
状
況
】

　
本
年
10
月
に
市
立
保
育
所
・

児
童
館
の
民
営
化
計
画
を
策
定

し
た
。

　
計
画
で
は
、
保
育
所
４
園
な

ら
び
に
児
童
館
２
館
の
民
営
化

を
図
る
。ま
た
、児
童
数
の
減
少

等
に
よ
り
民
営
化
が
困
難
な
３

保
育
所
等
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
へ
の
移
行
を
図
る
。

【
陳
情
名
】

延
岡
が
誇
る
伝
統
鮎
や
な
の
存

続
に
関
す
る
陳
情

【
議
会
採
択
年
月
日
】

平
成
24
年
３
月
22
日

【
処
理
状
況
】

　
平
成
24
年
度「
伝
統
鮎
や
な
保

存
観
光
事
業
」の
予
算
が
議
決
さ

れ
、
伝
統
鮎
や
な
の
存
続
に
向

け
、延
岡
観
光
協
会
が
市
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
な
お
、25
年
度
以
降
の
鮎
や
な

事
業
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
か
ら

の
鮎
や
な
を
考
え
る
会
」等
で
継

続
的
に
協
議
し
て
い
る
。

　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
鮎
や
な
に
関
す
る
陳
情
に
つ

い
て
は
、こ
の
陳
情
の
ほ
か
、「
重

要
な
観
光
資
源
で
あ
る
伝
統
鮎

や
な
の
存
続
に
関
す
る
陳
情
」

「
伝
統
鮎
や
な
の
存
続
に
関
す
る

陳
情
」が
同
定
例
会
で
い
ず
れ
も

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
は
全
国
各
地
で
各
種
研
修

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
議
会
議
員
も
２
つ
の
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け

て
松
山
市
で
「
全
国
市
議
会
議

長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
9
名
の
議

員
は
、
地
方
議
会
に
お
け
る
政

策
形
成
の
あ
り
方
や
、
災
害
時

の
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
11
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
は
、
盛
岡
市
で
開
催

さ
れ
た「
全
国
都
市
問
題
会
議
」

に
議
員
の
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。会
議
で
は「
震
災
か
ら
見
え

た
絆
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
、

大
学
教
授
、被
災
地
の
市
長
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
ら
に
よ
る
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
今
後
の
地
方
自
治

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
識
を

深
め
ま
し
た
。

研
修
会
参
加
報
告

追跡！その後どうなった？

請　願・陳　情請　願・陳　情
追跡！その後どうなった？

市民の皆様の意見や要望などを市政に反映させる方法の一つに、

請願・陳情の制度があります。議会では前年度採択した陳情・請願

がその後どのように市政に判定されているか市当局に回答を求

めました。

　将来の高速道路開通に伴う東九州軸の連

携を議会レベルでも図ろうと、９月１日、西

階球技場で、大分県佐伯市議会とソフトボ

ールの交流試合を行いました。

　当日は、晴天のもと、将来の両市の発展を

思わせるような熱気あふれる打撃戦とな

り、白球を巡ってあちらこちらで歓声が上

がっていました。なお、試合のほうは９対８

で本市議会が勝利しました。

佐伯市議会とソフトボールで交流佐伯市議会とソフトボールで交流

　
研
修
会
に
参
加
し
た
議
員（
上
：
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

下
：
全
国
都
市
問
題
会
議
）

▲
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編

集

後

記

編

集

後

記

　
本
市
議
会
で
も
、
各
種
事
業

に
関
す
る
先
進
地
の
取
り
組
み

を
視
察
研
修
し
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
本
市
の
市
政
に
活
か
せ
る

よ
う
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
10
月
ま
で
の
状
況

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
毎
年
、
本
市
に
は
全
国
各
地

の
市
・
町
議
会
か
ら
、市
内
の
い

ろ
い
ろ
な
施
設
や
行
政
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
視
察
の

方
々
が
訪
れ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
口
蹄
疫
被
害
の
影

響
で
少
な
か
っ
た
22
年
度
の
15

都

市

を

上

回

る
、
25

都

市

1
7
2
名
が
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」
や
「
地

域
医
療
を
守
る
条
例
」「
清
掃
工

平成23年度行政視察受け入れ状況平成23年度行政視察受け入れ状況

　「
赤
ち
ゃ
ん
の
時
は
、
肌
を
離
さ

ず
。動
き
回
り
出
し
た
ら
手
を
離
さ

ず
。
思
春
期
の
時
は
心
を
離
さ
ず
」

先
日
、
子
育
て
に
関
し
て
、
新
聞
で

目
に
し
た
言
葉
で
す
。
ま
さ
に
、
子

育
て
の
極
意
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
期
定
例
会
で
も
い
じ
め
問
題
が

多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。い
じ

め
の
有
無
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
子
ど

も
を
た
く
さ
ん
の
愛
情
で
育
て
、し

っ
か
り
見
守
り
、安
全
安
心
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、議
場
が
中
小
企
業
振
興

セ
ン
タ
ー
３
階
に
移
っ
て
初
め
て

の
議
会
で
し
た
。シ
ン
プ
ル
で
良
い

議
場
で
す
。傍
聴
席
も
60
席
ほ
ど
あ

り
ま
す
。議
員
席
と
の
距
離
も
近
く

熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。

この印刷物は古紙配合率100％の再生紙と
環境にやさしい大豆油インキを使用しています

次
回
の
定
例
会
は
12
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
54
号
は
来
年
２
月
初
旬
に

発
行
す
る
予
定
で
す
。

〜
行
政
視
察
受
け
入
れ
状
況
〜

〜
行
政
視
察
受
け
入
れ
状
況
〜

よ
う
こ
そ
延
岡
市
へ

よ
う
こ
そ
延
岡
市
へ

よ
う
こ
そ
延
岡
市
へ

よ
う
こ
そ
延
岡
市
へ

25
都
市
1
7
2
名
が
来
延

場
」
な
ど
本
市
か
ら
積
極
的
に

情
報
を
発
信
し
て
い
る
事
業
に

関
す
る
視
察
が
増
加
し
ま
し
た

　
な
お
、視
察
の
際
に
は
、関
係

部
課
、議
会
事
務
局
で
、テ
ー
マ

に
よ
っ
て
は
市
議
会
議
員
も
対

応
し
、
事
業
説
明
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
来
訪
都
市
、
調
査
項
目
な
ど

詳
し
い
内
容
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

本
市
議
会
の

　
　
視
察
実
施
状
況

福井１、山口１

北海道１、福井１、千葉１、

三重１、奈良１、愛媛１

東京１、千葉１、滋賀１、愛媛１、

長崎２

北海道１、東京１、神奈川１、

茨城２、埼玉１、大阪１、兵庫２、

島根１、山口１

時　期

分　　野 項　　　　　　　　　　目

都市数
視察人数

議　員 職　員
県　別　分　布

４～６月

７～９月

10～12月

１～３月

合　　　　　計

２

6

11

6

25

13

33

78

23

147

２

8

14

1

25

視察都市の主な調査項目視察都市の主な調査項目

議　　　会

企　　　画

環　　　境

産　　　業

福祉・教育

議会改革、シティミーティング/議会活動報告会

自治体クラウド、新庁舎建設基本計画

清掃工場

観光戦略、バイオマスタウン構想

地域医療を守る条例

期　　間 会派名・委員会名 調査項目 視察地

今年度の本市議会の視察状況今年度の本市議会の視察状況

10/23～25

10/23～26

10/30～11/1

10/30～11/1

10/1～3

10/2～4

相模原市、太田市

日光市、一関市、盛岡市

旭川市、稚内市

つくば市、秋田市

多賀城市、石巻市

秩父市、焼津市

総務財政委員会

都市建設委員会

経済環境委員会

福祉教育委員会

無所属クラブ

のべおか市民派

クラブ、日本共産党

遊休資産、地域公共交通体制

橋梁長寿命化、上水道ほか

観光振興、水産業振興ほか

学力向上、子育て支援ほか

東日本大震災への対応ほか

バイオマス発電、地域防災計画
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